
安
全
確
保
が
大
前
提
「
黒
子
」
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル

高橋　恭平氏日本化学工業協会会長

ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ

逆
風
に
立
ち
向
か
う
化
学
産
業

　
昭
和
電
工
の
高
橋
恭
平
会
長
が

５
月

日
付
で
日
本
化
学
工
業
協

会

日
化
協

会
長
に
就
任
し

た
。
高
橋
会
長
は
こ
れ
ま
で
の
２

年
間
、
石
油
化
学
工
業
協
会

石

化
協

会
長
と
し
て
、
石
油
化
学

用
ナ
フ
サ
の
免
税
措
置
の
実
質
無

期
限
を
勝
ち
取
る
な
ど
国
内
化
学

産
業
の
競
争
力
確
保
に
尽
力
し
て

き
た
。
相
次
ぐ
事
故
に
加
え
、
円

高
や
原
燃
料
高
な
ど
日
本
の
化
学

産
業
に
吹
く
逆
風
に
ど
う
立
ち
向

か
う
の
か
聞
い
た
。

◇
　
　
　
◇

　
―
日
化
協
会
長
と
し
て
の
抱
負

は
。

　
「
化
学
は
自
動
車
や
電
子
機
器

向
け
に
新
素
材
を
提
供
し
て
新
し

い
市
場
を
作
り
出
し
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
地
球
環
境
の
問
題
解
決

に
も
化
学
産
業
が
生
み
出
す
素
材

や
プ
ロ
セ
ス
が
大
き
な
貢
献
を
果

た
し
て
い
る

黒
子

の
役
割

を
、
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
た
だ
、
こ
う
し
た
化

学
の
重
要
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
に

は
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
前

提
と
な
る
」

　
―
化
学
工
場
で
事
故
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。

　
「
日
化
協
の
第
一
の
課
題
と
し

て
、
環
境
・
安
全
分
野
で
の
取
り

組
み
強
化
を
掲
げ
た
。
化
学
産
業

全
体
の
安
全
強
化
に
向
け
、
保
安

事
故
防
止
検
討
会
を
立
ち
上
げ

る
。
石
化
協
や
石
油
連
盟
と
事
故

デ
ー
タ
を
共
有
化
す
る
な
ど
し

て
、
機
械
音
の
わ
ず
か
な
違
い
な

ど
で
異
常
を
察
知
す
る
現
場
の
暗

黙
知
向
上
に
向
け
た
再
教
育
を
支

援
し
た
い
。
私
自
身
も
他
産
業
の

安
全
対
策
を
実
際
に
見
て
、
よ
り

広
い
視
野
か
ら
安
全
対
策
を
構
築

で
き
る
よ
う
に
す
る
」

　
―
化
学
製
品
の
環
境
貢
献
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
施
策
は
あ
り
ま
す

か
。

　
「
９
月

日
に
英
国
で
国
際
化

学
工
業
協
会
協
議
会

Ｉ
Ｃ
Ｃ

Ａ

の
総
会
が
あ
り
日
本
が
担
当

す
る
政
策
課
題

エ
ネ
ル
ギ
ー
と

気
候
変
動

に
つ
い
て
発
表
し

た
。
日
化
協
が
中
心
と
な
っ
て
開

発
し
た
カ
ー
ボ
ン
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
分
析

ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ

手
法
を

説
明
し
、
各
国
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
た
。
ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ
は
化
学
製

品
の
利
用
で
削
減
さ
れ
る
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
評
価

す
る
手
法
で
、
世
界
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
向
け
た
化
学
産
業
の
貢
献
が

見
え
る
化
で
き
る
。
ｃ
―
Ｌ
Ｃ
Ａ

手
法
を
全
産
業
に
採
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
同
手
法
の
情
報
開
示

を
積
極
化
し
た
い
」

　
―
日
本
の
化
学
産
業
が
生
き
残

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で
す

か
。

　
「
化
学
産
業
の
生
命
線
は
研
究

開
発
に
あ
る
。
医
薬
品
や
合
成
ゴ

ム
を
含
む
日
本
の
化
学
工
業
の
研

究
費
は
約
２
兆
３
０
０
０
億
円
で

全
産
業
の
約
２
割
を
占
め
る
。
政

府
が
原
子
力
発
電
に
か
わ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
促
進
を
打
ち
出
し
て
い
る

が
、
多
額
の
研
究
費
を
投
じ
た
か

ら
と
い
っ
て
代
替
エ
ネ
に
つ
な
が

る
未
知
の
新
素
材
を
必
ず
開
発
で

き
る
確
証
は
な
い
。
新
素
材
を
開

発
し
た
と
し
て
も
大
き
な
市
場
を

生
み
出
す
と
も
限
ら
ず
、
企
業
単

体
で
の
研
究
費
負
担
は
大
き
な
リ

ス
ク
と
な
る
。
代
替
エ
ネ
分
野
で

日
本
が
世
界
一
を
目
指
す
と
決
め

た
な
ら
、
国
を
挙
げ
て
同
分
野
の

研
究
開
発
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
る

仕
組
み
を
整
え
て
ほ
し
い
」

　
―
次
代
を
担
う
化
学
者
の
育
成

も
不
可
欠
で
す
。

　
「
化
学
・
物
理
学
者
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
を

人
輩
出
す
る
な

ど
学
術
分
野
で
の
日
本
の
高
い
レ

ベ
ル
は
必
ず
し
も
化
学
産
業
に
生

か
さ
れ
て
い
な
い
。
欧
米
で
は
化

学
の
博
士
号
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
感

覚
を
両
方
持
っ
た
化
学
経
営
者
が

多
い
が
、
日
本
は
比
較
的
少
な

い
。
こ
れ
ま
で
大
学
で
の
教
育
を

産
業
界
に
生
か
せ
る
構
造
が
つ
く

り
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
。
産
業
界

と
学
術
界
に
共
通
の
方
向
性
を
持

た
せ
る
べ
く
、
博
士
課
程
で
学
ぶ

学
生
を
化
学
企
業

社
が
支
援
す

る
化
学
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

始
め
た
。
小
中
学
生
に
対
す
る
基

礎
教
育
分
野
で
も
、
化
学
の
面
白

さ
を
よ
り
実
感
で
き
る
授
業
を
行

っ
て
も
ら
う
教
師
向
け
セ
ミ
ナ
ー

を
ア
カ
デ
ミ
ア
と
共
同
で
新
設

し
、
次
世
代
の
化
学
者
育
成
に
つ

な
げ
て
い
く
」

成長戦略築く化学市場の動向
　
日
本
の
化
学
産
業
が
海
外
に
比
べ
て
高
い
原
燃
料
コ
ス
ト
や
円
高
と
い
っ
た

７
重
苦
に
対
応
し
た
成
長
戦
略
を
進
め
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
な
ど
に

使
う
汎
用
石
化
製
品
の
国
際
競
争
力
が
弱
ま
る
中
、
カ
ギ
を
握
る
の
は
国
内
需
要

に
応
じ
た
国
内
生
産
拠
点
の
再
編
と
主
力
化
学
品
の
海
外
展
開
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
触
媒
技
術
を
生
か
し
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
に
対
抗
で
き
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
形

成
も
始
ま
っ
た
。

三
菱
化
学
と
Ｊ
Ｘ
が
連
携
を
模
索
す
る

鹿
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

国
内
エ
チ
レ
ン
設
備
鹿
島
や
千
葉
で
再
編

主
力
品
を
海
外
展
開
重
質
油
有
効
活
用
へ

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 　　

　
国
内
需
要
の
増
加
が
見
込

め
な
い
中
、
化
学
各
社
は
強

み
を
持
つ
主
力
化
学
品
の
海

外
展
開
を
活
発
化
さ
せ
て
い

る
。

　
旭
化
成
は
ア
ク
リ
ル
繊
維

や
Ａ
Ｂ
Ｓ
樹
脂
に
使
う
ア
ク

リ
ロ
ニ
ト
リ
ル

Ａ
Ｎ

の

年
産
能
力
を

年
度
に
現
状

比
８
割
増
の
１
４
１
万

に

増
強
す
る
。
タ
イ
や
韓
国
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
生
産
設

備
を
増
強
し
、
世
界
最
大
手

を
目
指
す
。
低
燃
費
タ
イ
ヤ

原
料
の
溶
液
重
合
法
ス
チ
レ

ン
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム

Ｓ
―

Ｓ
Ｂ
Ｒ

も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
に
工
場
を
新
設
し
、
年

産
能
力
を

年
度
に
約

万

と
現
状
比
で
倍
増
さ
せ

る
。

　
三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
ア
ク
リ

ル
樹
脂
の
原
料
と
な
る
メ
タ

ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

Ｍ
Ｍ

Ａ

モ
ノ
マ
ー
の
生
産
を
韓

国
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
増

強
。

年
末
に
現
状
比

％

増
の
１
８
０
万

に
増
や
し

て
世
界
シ
ェ
ア
首
位
を
維
持

す
る
。

　
国
内
エ
チ
レ
ン
設
備
縮
小

に
伴
う
併
産
品
の
減
産
を
防

ぐ
対
応
も
始
ま
っ
て
い
る
。

三
菱
化
学
と
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
鹿
島
・
水

島
両
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で

年

を
め
ど
に
重
質
油
か
ら
合
成

ゴ
ム
原
料
の
ブ
タ
ジ
エ
ン
を

生
産
す
る
検
討
に
入
っ
た
。

Ｊ
Ｘ
は
重
質
油
か
ら
プ
ロ
ピ

レ
ン
を
高
収
率
で
生
産
で
き

る
高
過
酷
度
流
動
接
触
分
解

Ｈ
Ｓ
―
Ｆ
Ｃ
Ｃ

装
置
も

実
証
中
。
火
力
発
電
所
な
ど

の
燃
料
で
し
か
用
途
が
な
か

っ
た
重
質
油
を
原
料
に
、
競

争
力
を
持
っ
た
プ
ロ
ピ
レ

ン
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
を
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
由
来
の
エ
タ
ン
を

原
料
と
す
る
北
米
の
エ
チ
レ

ン
製
造
設
備
に
対
抗
す
る
競

争
力
を
持
た
せ
ら
れ
る
。

　
三
菱
化
学
や
旭
化
成
は
、

ナ
フ
サ
か
ら
ブ
タ
ジ
エ
ン
抽

出
後
に
残
っ
た
ブ
テ
ン
か
ら

再
度
ブ
タ
ジ
エ
ン
を
抽
出
す

る
技
術
の
実
証
も
進
め
て
い

る
。
実
用
化
で
き
れ
ば
エ
チ

レ
ン
生
産
設
備
の
稼
働
率
に

左
右
さ
れ
な
い
ブ
タ
ジ
エ
ン

の
生
産
が
で
き
そ
う
だ
。

　
石
化
製
品
の
主
原
料
エ
チ

レ
ン
の
２
０
１
２
年
１
―
９

月
期
の
国
内
生
産
量

速
報

ベ
ー
ス

が
前
年
同
期
比

・
２
％
減
の
４
５
４
万

と

な
り
、
年
間
生
産
量
が

年

ぶ
り
に
６
０
０
万

を
割
り

込
む
こ
と
が
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。
国
内
需
要
の
低

迷
、
円
高
に
よ
る
誘
導
品
の

輸
入
増
に
加
え
、
中
国
を
中

心
と
し
た
新
興
国
で
石
化
設

備
の
増
強
が
続
い
て
い
る
か

ら
だ
。

　
結
果
、
国
内
エ
チ
レ
ン
生

産
設
備
の
稼
働
率
も
８
月
ま

で

カ
月
連
続
で
好
不
調
の

目
安
と
な
る

％
を
割
り
込

ん
だ
。
国
内
全
体
の
エ
チ
レ

ン
年
産
能
力
は
７
２
１
万

だ
が
、

年
の
国
内
生
産
量

が
６
０
０
万

を
割
り
込
め

ば
設
備
過
剰
感
が
強
ま
る
。

「

年
以
降
、
生
産
量
が
５

０
０
万

台
に
な
っ
て
も
対

応
で
き
る
手
段
を
取
る
」

石
塚
博
昭
三
菱
化
学
社

長

必
要
に
迫
ら
れ
た
。

　
い
ち
早
く
動
い
た
の
は
三

菱
化
学
。
鹿
島
事
業
所

茨

城
県
神
栖
市

に
２
基
あ
る

エ
チ
レ
ン
生
産
設
備
の
う
ち

第
一
設
備

年
産
能
力

万

を

年
５
―
６
月
の
定

期
修
理
後
に
廃
止
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト

岡
山
県
倉
敷
市

で

も
、
旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ
と

双
方
が
持
つ
エ
チ
レ
ン
生
産

設
備
を
１
基
に
集
約
す
る
検

討
を
進
め
て
い
る
。

　
三
井
化
学
も
、

年
８
月

に
市
原
工
場

千
葉
県
市
原

市

の
エ
チ
レ
ン
生
産
設
備

同

万
３
０
０
０

の

稼
働
率
を

％
に
下
げ
て
も

採
算
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
改

造
す
る
こ
と
を
決
め
た
。


